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去る 2018 年 4 月 21 日 （土）、 渋谷にあるイベントハウス ・ 東

京カルチャーカルチャーに於いて 「キノコナイト」 を開催した。

キノコナイトは 「きのこを通して見てみると、 なんだか違う世界

が見えてくる」 をテーマに、きのこ料理を食べながら、きのこトー

クライブを楽しむ、 きのこ好きのためのイベントだ。 毎回、 私が

その時に聴きたい話、 お会いしたい方を独断と偏見で選出し、

出演していただいている。 第 7 回目となる今回は、 近年盛り

上がりをみせている粘菌 （変形菌） と地下生菌を中心に初心

者からマニアまで楽しんでいただけるようなトークの他、 当日限

定の特別きのこメニューや関連書籍 ・ グッズの販売、 きのこス

トラップ先着プレゼントなど、 思いつく限りの内容を詰め込んだ

（図 1, 2）。 おかげさまで、 用意した 100 席が埋まる満員御礼

となり、 盛況のうち終了することができた。

　メインとなるトークでは、 新井文彦さん （きのこ ・ 粘菌写真

家） による粘菌の世界、飯沢耕太郎さん （きのこ文学研究家、

写真評論家） による美術シーンに生えるきのこたち、 とよ田キ

ノ子 （きのこ愛好家、 ウェブデザイナー） によるきのこグッズ 

の世界、浜ノ磯丸さん （アマチュア落語家） による新作落語 「ワ

ライタケ」 の生披露、そして、我らが日本地下生菌研究会 会長、

折原貴道さんによる地下生菌の世界を、 それぞれ熱のこもっ

たプレゼンで展開し会場を盛り上げた。 最近はトリュフ風味の

商品やメニューもよく見かけるようになったが、 トリュフ＝地下生

菌ということや、 あまり知られていないものの意外と私たちの身

近にいる生き物であるということ、 そして、 その多様性や奥深

さに興味を持ってもらえたらと思い、 地下生菌を取り上げること

にした。 キノコナイトの客層は 7 割ほどが若い女性のため、「地

下生菌って何？」 という初心者もいらっしゃるので、当日は 「地

下生菌はなぜ地下生菌になったのか」 というタイトルで、生態、

採集方法、 種類、 形、 進化についてなどをわかりやすく解説

していただいた （図 3）。 土の中にいるのにカラフルな種類が

いる謎、 小型ほ乳類や節足動物に食べられることで胞子を散

布する生存戦略、 オーストラリアにいる地下生菌しか食べない

動物、 もともとはカサがあったきのこが地下に潜って地下生菌

になった進化などなど、 興味をひく内容ばかりで SNS での反

応もとても好評だった。 特に 「きのこだってラクしたい！」 とい

う、 胞子の散布を誰かに任せる、 他力本願で省エネ志向の 

図 1． 左 ： キノコナイト限定メニューのトリュフライスコロッケ． 右 ： 本物の

エリンギが入ったエリンギトニック．

図 2． 充実の物販コーナー． 出演者の著書， きのこグッズ， きのこを

使ったお菓子などがズラリ．
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地下生菌の気持ちを代弁した締めの言葉は、 会場にいる多く

のお客様の共感を得ていた。

　キノコナイトは、 きのこが好きな人たちの交流の場になること

と、 一般の方やきのこ初心者などのエントリー層ときのこに関わ

る専門家とのかけ橋になることが役割だと思っているので、 た

だ 「きのこかわいい！おもしろい！」 だけで終わらないものに

したいと考えている。 来てくださった方には何かひとつでも新

しい発見を持ち帰ってほしいという目標については、 今回は地

下生菌をご紹介したことで達成することができ、 また、 地下生

菌の普及にも少しはお役に立てたのではないかなと感じている

（図 4）。 次回の開催は現在未定だが、 今後も菌糸のように細

く長く続けて、 地下生菌をはじめとする菌類たちの魅力を伝え

ていけたらと思っている。

■キノコナイト Vol.7 開催概要

日程 ： 2018.4.21 （土）

場所 ：東京カルチャーカルチャー （東京都渋谷区）

【出演者】

・ 新井 文彦 （きのこ ・ 粘菌写真家）

・ 飯沢 耕太郎 （きのこ文学研究家、 写真評論家）

・ 折原 貴道 （神奈川県立 生命の星 ・ 地球博物館 学芸員 

（菌類担当） / 日本地下生菌研究会 会長）

・ とよ田 キノ子 （きのこ愛好家、 ウェブデザイナー）

・ 浜ノ 磯丸 （アマチュア落語家）

【協賛】

・ 株式会社いきもん

・ ホクト株式会社

【協力】

・ 株式会社バイオコスモ

図 3． 折原貴道さんによる 「地下生菌はなぜ地下生菌になったのか」

では， 地下生菌の世界への入口がグッと近くになった．

図 4． 満員御礼， キノコナイト会場の様子． あっという間の楽しい 3 時間

だった．


